
1

（
特
別
な
出
来
事
）

…
項

目
１
関

連

…
項

目
３
関

連
…

項
目

３
６
関

連

…
項

目
１
６
関

連

（
総
合
評
価
に
お
け
る
共
通
事
項
）

１
　
出
来
事
後
の
状
況

の
評

価
に
共

通
の

視
点

　
　
出
来
事
後
の
状
況

と
し
て
、
表

に
示

す
「
心

理
的

負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点
」
の
ほ
か
、
以
下
に
該
当
す
る
状
況
の
う
ち
、
著

し
い
も
の

は
総

合
評

価
を
強

め
る
要

素
と
し
て
考

慮
す
る
。

２
　
恒
常
的
長
時
間
労

働
が

認
め
ら
れ

る
場

合
の

総
合

評
価

　
②
　
職
場
環
境
の
悪

化
。
具

体
的

に
は

、
騒

音
、
照

明
、
温
度
（
暑
熱
・
寒
冷
）
、
湿
度
（
多
湿
）
、
換
気
、
臭
気
の
悪
化
等
。

　
④
　
上
記
以
外
の
状

況
で
あ
っ
て
、
出

来
事

に
伴

っ
て
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
状
況
（
他
の
出
来
事
と
評
価
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）

・
　
業

務
に
関
連

し
、
他
人
を
死
亡
さ
せ
、
又
は
生
死
に
か
か
わ
る
重
大
な
ケ
ガ
を
負
わ

せ
た
（
故

意
に
よ
る
も
の

を
除

く
。
）

・
　
強

姦
や

、
本
人
の
意
思
を
抑
圧
し
て
行
わ
れ
た
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た

・
　
そ
の

他
、
上
記
に
準
ず
る
程
度
の
心
理
的
負
荷
が
極
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の

・
　
発

症
直

前
の
１
か
月
に
お
お
む
ね
１
６
０
時
間
を
超
え
る
よ
う
な
、
又
は
こ
れ
に
満
た
な
い
期

間
に
こ
れ

と
同

程
度

の
（
例

え
ば

３
週

間
に
お
お
む
ね

１
２
０
時
間
以
上
の
）
時
間
外
労
働
を
行
っ
た
（
休
憩
時
間
は
少
な
い
が
手

待
ち
時

間
が

多
い
場

合
等

、
労

働
密

度
が

特
に

低
い
場

合
を
除

く
）

心
理

的
負

荷
の

強
度

の
評

価
表

（
案

）

特
別
な
出
来
事

の
類

型

極
度
の
長
時

間
労

働

心
理
的
負
荷
が

極
度

の
も
の

・
　
生

死
に
か
か

わ
る
、
極
度
の
苦
痛
を
伴
う
、
又
は
永
久
労
働
不
能
と
な
る
後
遺
障
害
を
残

す
業

務
上

の
病

気
や

ケ
ガ
を
し
た

　
（
業

務
上

の
傷
病
に
よ
り
６
か
月
を
超
え
て
療
養
中
に
症
状
が
急
変
し
極
度
の
苦
痛

を
伴
っ
た
場

合
を
含

む
）

心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
を
｢強

」
と
す
る
も
の

　
※
　
上
記
の
「
特
別
な
出
来
事
」
に
該

当
し
な
い
場

合
に
は

、
そ
れ

ぞ
れ

の
関

連
項

目
に
よ
り
評

価
す
る
。

　
①
　
仕
事
の
裁
量
性

の
欠

如
（
他

律
性

、
強

制
性

の
存
在
）
。
具
体
的
に
は
、
仕
事
が
孤
独
で
単
調
と
な
っ
た
、
自
分
で
仕
事
の
順

番
・
や

り
方

を
決

め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
、
自

分
の

技
能

や
　
　
知
識
を
仕
事
で
使

う
こ
と
が

要
求

さ
れ

な
く
な
っ
た
等
。

　
③
　
職
場
の
支
援
・
協

力
等

（
問

題
へ

の
対

処
等

を
含

む
）
の
欠
如
。
具
体
的
に
は
、
仕
事
の
や
り
方
の
見
直
し
改
善
、
応
援
体
制

の
確

立
、
責

任
の

分
散

等
、
支

援
・
協

力
が

な
さ
れ

て
い
な
い
等

。

　
①
　
具
体
的
出
来
事

の
心

理
的

負
荷

の
強

度
が

労
働

時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
中
」
程
度
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の

後
に
恒

常
的

な
長

時
間

労
働

（
月

１
０
０
時

間
程

度
と
な
る
時

間
　
　
外
労
働
）
が
認
め
ら
れ

る
場

合
に
は

、
総

合
評

価
は

「
強
」
と
す
る
。

　
②
　
具
体
的
出
来
事

の
心

理
的

負
荷

の
強

度
が

労
働

時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
中
」
程
度
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の

前
に
恒

常
的

な
長

時
間

労
働

（
月

１
０
０
時

間
程

度
と
な
る
時

間
　
　
外
労
働
）
が
認
め
ら
れ

、
出

来
事

後
す
ぐ
に
（
出

来
事
後
お
お
む
ね
１
０
日
以
内
に
）
発
病
に
至
っ
て
い
る
場
合
、
又
は
、
出
来
事

後
す
ぐ
に
発

病
に
は

至
っ
て
い
な
い
が

事
後

対
応

に
多

大
な
労

力
　
　
を
費
し
そ
の
後
発
病

し
た
場

合
、
総

合
評

価
は

「
強

」
と
す
る
。

　
③
　
具
体
的
出
来
事

の
心

理
的

負
荷

の
強

度
の

評
価

が
、
労
働
時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
弱
」
程
度
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出

来
事

の
前

及
び
後

に
恒

常
的

な
長

時
間

労
働

（
月

１
０
０
時

間
　
程
度
と
な
る
時
間
外
労

働
）
が

認
め
ら
れ

る
場

合
に
は

、
総
合
評
価
は
「
強
」
と
す
る
。
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2

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

1
①
事
故
や

災
害
の
体

験

重
度
の
病

気
や
ケ
ガ
を

し
た

☆
・
病
気
や
ケ
ガ
の
程
度

・
後
遺
障
害
の
程
度
、
社
会
復
帰
の
困

難
性
等

2

悲
惨
な
事

故
や
災
害
の

体
験
（
目

撃
）
を
し
た
。

☆

・
本
人
が
体
験
し
た
場
合
、
予
感
さ
せ
る

被
害
の
程
度

・
他
人
の
事
故
を
目
撃
し
た
場
合
、
被
害

の
程
度
や
被
害
者
と
の
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
本
人
の
負
傷
は
軽

症
・
無
傷
で
、
悲
惨
と
ま
で
は
い
え
な
い

事
件
・
事
故
の
体
験
（
目
撃
）
を
し
た

○
　
悲

惨
な
事

故
や

災
害

の
体

験
（
目

撃
）
を
し
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
本
人
の
負
傷
は
軽

症
・
無
傷
で
、
右
の
程
度
に
至
ら
な
い
悲

惨
な
事
件

・
事
故
の
体
験
（
目
撃
）
を
し

た

3

②
仕
事
の

失
敗
、
過

重
な
責
任

の
発
生
等

業
務
に
関
連

し
、
重
大
な

人
身
事
故

、
重
大
事
故

を
起
こ
し
た

☆

・
　
事
故
の
大
き
さ
、
内
容
及
び
加
害
の

程
度

・
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
・
責
任
追
及
の
有
無
及

び
程
度
、
事
後
対
応
の
困
難
性
等

【
解
説
】

右
の
程
度
に
至
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
そ
の

程
度
等
か
ら
「
弱
」
又
は

「
中
」
と
評
価
。

【
解
説
】

負
わ
せ
た
ケ
ガ
の
程
度
、
事
後
対
応
の
内
容
等
か
ら
「
弱
」
又
は
「
中
」
と
評
価
。

○
　
重

度
の

病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
。

【
「
強

」
で
あ
る
例

】
・
　
長
期
間
（
お
お
む
ね
２
か
月
以
上
）
の
入
院
を
要

す
る
、
又
は
労
災
の
障
害
年
金
に
該
当
す
る
若
し
く

は
原
職
へ
の
復
帰
が
で
き
な
く
な
る
後
遺
障
害
を

残
す
よ
う
な
業
務
上
の
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

・
　
業
務
上
の
傷
病
に
よ
り
６
か
月
を
超
え
て
療
養

中
の
者
に
つ
い
て
、
当
該
傷
病
に
よ
り
社
会
復
帰

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
、
死
の
恐
怖
や
強
い
苦

痛
が
生
じ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
本
人
の
負
傷
は
軽
度
・
無
傷

で
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
死
を
予
感
さ
せ
る
程
度
の
事

件
、
事
故
を
体
験
し
た

・
　
業
務
に
関
連
し
、
被
災
者
が
死
亡
す
る
事
故
、

多
量
の
出
血
を
伴
う
よ
う
な
事
故
等
特
に
悲
惨
な

事
故
で
あ
っ
て
、
本
人
が
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
状
況
や
、
本
人
が
被
災
者
を
救
助
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
も
し
れ
な
い
状
況
を
伴
う
事
故
を
目
撃
し

た
（
傍
観
者
的
な
立
場
で
の
目
撃
は
、
「
強
」
に
な
る

こ
と
は
ま
れ
）

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

○
　
業

務
に
関

連
し
、
重

大
な
人

身
事

故
、
重

大
事

故
を
起

こ
し
た

【
「
強

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
他
人
に
重
度
の
病
気
や
ケ
ガ

（
長
期
間
（
お
お
む
ね
２
か
月
以
上
）
の
入
院
を
要

す
る
、
又
は
労
災
の
障
害
年
金
に
該
当
す
る
若
し
く

は
原
職
へ
の
復
帰
が
で
き
な
く
な
る
後
遺
障
害
を

残
す
よ
う
な
病
気
や
ケ
ガ
）
を
負
わ
せ
、
事
後
対
応

に
も
当
た
っ
た

・
　
他
人
に
負
わ
せ
た
ケ
ガ
の
程
度
は
重
度
で
は
な

い
が
、
事
後
対
応
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た
（
減

給
、
降
格
等
の
重
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
さ
れ
た
、
職

場
の
人
間
関
係
が
著
し
く
悪
化
し
た
等
を
含
む
）

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

222



3

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

4

会
社
の
経

営
に
影
響
す

る
な
ど
の
重

大
な
仕
事

上
の
ミ
ス
を
し

た

☆

・
　
失
敗
の
大
き
さ
・
重
大
性
、
社
会
的

反
響
の
大
き
さ
、
損
害
等
の
程
度

・
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
・
責
任
追
及
の
有
無
及

び
程
度
、
事
後
対
応
の
困
難
性
等

5

会
社
で
起

き
た
事
故
（
事

件
）
に
つ
い

て
、
責
任
を

問
わ
れ
た

☆

・
　
事
故
の
内
容
、
関
与
・
責
任
の
程

度
、
社
会
的
反
響
の
大
き
さ
、

・
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
有
無
及
び
程
度
、
責

任
追
及
の
程
度
、
事
後
対
応
の
困
難
性

等 （
注
）
　
こ
の
項
目
は

、
部

下
が

起
こ
し
た
事

故
等
、
本
人
が
直
接

引
き
起

こ
し
た
も
の

で
は
な
い
事
故
（
事
件
）
に
つ
い
て
、
監

督
責

任
等
を
問
わ
れ
た
場
合

の
心

理
的

負
荷

を
評

価
す
る
。
本
人
が
直
接

引
き
起

こ
し
た
事

故
等
に
つ
い
て
は
、
項

目
４
で
評

価
す
る
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
軽
微
な
事
故
（
事
件
）
（
損
害
等
の
生

じ
な
い
事
態
、
そ
の
後
の
業
務
で
容
易

に
損
害
等
を
回
復
で
き
る
事
態
、
社
内

で
た
び
た
び
生
じ
る
事
態
等
）
の
責
任

（
監
督
責
任
等
）
を
一
応
問
わ
れ
た
が
、

特
段
の
事
後
対
応
は
な
か
っ
た

○
　
会

社
で
起

き
た
事

故
（
事

件
）
に
つ

い
て
、
責

任
を
問

わ
れ

た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
立
場
や
職
責
に
応
じ
て
事
故
（
事

件
）
の
責
任

（
監
督
責
任
等
）
を
問
わ

れ
、
何
ら
か

の
事
後
対
応
を
行
っ
た

6

自
分
の
関

係
す
る
仕
事

で
多
額
の

損
失
等
が
生

じ
た

☆

・
　
損
失
等
の
程
度
、
社
会
的
反
響
の

大
き
さ
等

・
　
事
後
対
応
の
困
難
性
等

（
注
）
　
こ
の
項
目
は

、
取

引
先

の
倒

産
な

ど
、
多
額
の
損
失
等

が
生

じ
た
原

因
に
本

人
が
関
与
し
て
い
な
い
も
の

の
、
そ
れ

に
伴

う
対

応
等
に
よ
る
心
理
的
負

荷
を
評

価
す
る
。
本

人
の
ミ
ス
に
よ
る
多
額
の

損
失

等
に
つ
い
て

は
、
項
目
４
で
評
価
す
る
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
多
額
と
は
い
え
な
い
損
失
（
そ
の
後

の
業
務
で
容
易
に
回
復
で
き
る
損
失
、

社
内
で
た
び
た
び
生
じ
る
損
失
等
）
等

が
生
じ
、
何
ら
か
の
事
後
対
応
を
行
っ

た

○
　
自

分
の

関
係

す
る
仕

事
で
多

額
の

損
失

を
出

し
た
。

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
多
額
の
損
失
等
が
生
じ
、
何
ら
か
の

事
後
対
応

を
行
っ
た

【
解
説
】

ミ
ス
の
程
度
、
事
後
対
応
の
内
容
等
か
ら
「
弱
」
又
は
「
中
」
と
評
価

○
　
会

社
の

経
営

に
影

響
す
る
な
ど
の

重
大

な
仕

事
上

の
ミ
ス
を
し
、
事

後
対

応
に
も
当

た
っ
た
。

【
「
強

」
で
あ
る
例

】
・
　
会
社
の
経
営
に
影
響
す
る
な
ど
の
重
大
な
仕
事

上
の
ミ
ス
（
倒
産
を
招
き
か
ね
な
い
ミ
ス
、
大
幅
な
業

績
悪
化
に
繋
が
る
ミ
ス
、
会
社
の
信
用
を
著
し
く
傷

つ
け
る
ミ
ス
等
）
を
し
、
事
後
対
応
に
も
当
た
っ
た

・
　
「
会
社
の
経
営
に
影
響
す
る
な
ど
の
重
大
な
仕

事
上
の
ミ
ス
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
事
後

対
応
に
多
大
な
労
力
を
要
し
た
（
懲
戒
処
分
、
降

格
、
月
給
額
を
超
え
る
賠
償
責
任
の
追
及
等
重
い

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
さ
れ
た
、
職
場
の
人
間
関
係
が
著

し
く
悪
化
し
た
等
を
含
む
）

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
会
社
の
経
営
に
影
響
す
る
な
ど
の
特
に
多
額
の

損
失
（
倒
産
を
招
き
か
ね
な
い
損
失
、
大
幅
な
業
績

悪
化
に
繋
が
る
損
失
等
）
が
生
じ
、
倒
産
を
回
避
す

る
た
め
の
金
融
機
関
や
取
引
先
へ
の
対
応
等
の
事

後
措
置
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
重
大
な
事
故
（
事
件
）
（
倒
産
を
招
き
か
ね
な
い

事
態
や
大
幅
な
業
績
悪
化
に
繋
が
る
事
態
、
会
社

の
信
用
を
著
し
く
傷
つ
け
る
事
態
、
他
人
を
死
亡
さ

せ
、
又
は
生
死
に
関
わ
る
ケ
ガ
を
負
わ
せ
る
事
態

等
）
の
責
任
（
監
督
責
任
等
）
を
問
わ
れ
、
事
後
対

応
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た

・
　
重
大
と
ま
で
は
い
え
な
い
事
故
（
事
件
）
で
は
あ

る
が
、
そ
の
責
任
（
監
督
責
任
等
）
を
問
わ
れ
、
立

場
や
職
責
を
大
き
く
上
回
る
事
後
対
応
を
行
っ
た

（
減
給
、
降
格
等
の
重
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
た

等
を
含
む
）
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4

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

7
違
法
行
為

を
強
要
さ
れ

た
☆

・
　
違
法
性
の
程
度
、
強
要
の
程
度
（
頻

度
、
方
法
）
等

・
　
事
後
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
程
度
、
事
後

対
応
の
困
難
性
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
業
務
に
関
連
し
、
商
慣
習
と
し
て
は
ま

れ
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
違
法
行
為
を
求

め
ら
れ
た
が
、
拒
む
こ
と
に
よ
り
終
了
し

た

○
　
違

法
行

為
を
強

要
さ
れ

た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
商
慣
習
と
し
て
は

ま
れ
に
行
わ

れ
る
よ
う
な
違
法
行
為
を

命
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
従
っ
た

8
達
成
困
難

な
ノ
ル
マ
が

課
さ
れ
た

☆

・
　
ノ
ル
マ
の
内
容
、
困
難
性
、
強
制
の

程
度
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
影

響
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
有
無
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
・
業
務
量
の
程

度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
同
種
の
経
験
等
を
有
す
る
労
働
者
で

あ
れ
ば
達
成
可
能
な
ノ
ル
マ
を
課
さ
れ

た ・
　
ノ
ル
マ
で
は
な
い
業
績
目
標
が
示
さ

れ
た
（
当
該
目
標
が
、
達
成
を
強
く
求
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
）

○
　
達

成
困

難
な
ノ
ル

マ
が

課
さ
れ

た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
達
成
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、
客

観
的
に
み
て
、
努
力
す
れ
ば
達
成
も
可

能
で
あ
る
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
、
こ
の
達
成

に
向
け
た
業

務
を
行
っ
た

9
ノ
ル
マ
が

達
成
で
き
な

か
っ
た

☆

・
　
達

成
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
経

営
上
の
影
響
度
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
程
度

等 ・
　
事
後
対
応
の
困
難
性
等

（
注
）
期
限
に
至
っ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
達

成
で
き
な
い
状
況
が
明

ら
か

に
な
っ
た
場

合
に
は
こ
の
項
目
で
評
価

す
る
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
ノ
ル
マ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、

何
ら
事
後
対
応
は
必
要
な
く
、
会
社
か
ら

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
等
も
な
か
っ
た

・
　
業
績
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
当
該
目
標
の
達
成
は
、
強
く
求

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

○
　
ノ
ル

マ
が

達
成

で
き
な
か

っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
ノ
ル
マ
が

達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
ペ
ナ
ル
テ
ィ
（
昇
進
の
遅
れ
等
を
含

む
。
）
が
あ
っ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
、
重
大
な
違
法
行
為
（
人
の
生

命
に
関
わ
る
違
法
行
為
、
発
覚
し
た
場
合
に
会
社

の
信
用
を
著
し
く
傷
つ
け
る
違
法
行
為
）
を
命
じ
ら

れ
た

・
　
業
務
に
関
連
し
、
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

違
法
行
為
を
執
拗
に
命
じ
ら
れ
、
や
む
な
く
そ
れ
に

従
っ
た

・
　
業
務
に
関
連
し
、
重
大
な
違
法
行
為
を
命
じ
ら

れ
、
何
度
も
そ
れ
に
従
っ
た

・
　
業
務
に
関
連
し
、
強
要
さ
れ
た
違
法
行
為
が
発

覚
し
、
事
後
対
応
に
多
大
な
労
力
を
要
し
た
（
重
い

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
さ
れ
た
等
を
含
む
）

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
客
観
的
に
、
相
当
な
努
力
が
あ
っ
て
も
達
成
困

難
な
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
、
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は

重
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
と
予
告
さ
れ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
経
営
に
影
響
す
る
よ
う
な
ノ
ル
マ
（
達
成
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
倒
産
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
、

大
幅
な
業
績
悪
化
に
つ
な
が
る
も
の
、
会
社
の
信

用
を
著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
等
）
が
達
成
で
き
ず
、
そ

の
た
め
、
事
後
対
応
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た
（
懲

戒
処
分
、
降
格
、
左
遷
、
賠
償
責
任
の
追
及
等
重

い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
さ
れ
た
等
を
含
む
）
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5

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

1
0

新
規
事
業

の
担
当
に

な
っ
た
、
会

社
の
建
て
直

し
の
担
当

に
な
っ
た

☆

・
　
新
規
業
務
の
内
容
、
本
人
の
職
責
、

困
難
性
の
程
度
、
能
力
と
業
務
内
容
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
業
務
量
の
程

度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
軽
微
な
新
規
事
業
等
（
新
規
事
業
で

あ
る
が
、
責
任
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い

も
の
）
の
担
当
に
な
っ
た

○
　
新

規
事

業
の

担
当

に
な
っ
た
、
会

社
の

建
て
直

し
の

担
当

に
な
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
新
規
事
業
等
（
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

新
規
の
研

究
開
発
、
会
社
全
体
や
採
算

部
門
の
建

て
直
し
等
、
成
功
に
対
す
る

高
い
評
価

が
期
待
さ
れ
や
り
が
い
も
大

き
い
が
責
任

も
大
き
い
業
務
）
の
担
当

に
な
っ
た
。

1
1

顧
客
や
取

引
先
か
ら
無

理
な
注
文

を
受
け
た
。

☆
・
　
顧
客
・
取
引
先
の
重
要
性
、
要
求
の

内
容
等

・
　
事
後
対
応
の
困
難
性
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
同
種
の
経
験
等
を
有
す
る
労
働
者
で

あ
れ
ば
達
成
可
能
な
注
文
を
出
さ
れ
、

業
務
内
容
・
業
務
量
に
一
定
の
変
化
が

あ
っ
た

・
　
要
望
が
示
さ
れ
た
が
、
達
成
を
強
く

求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
業
務
内

容
・
業
務
量
に
大
き
な
変
化
も
な
か
っ
た

○
　
顧

客
や

取
引

先
か

ら
無

理
な
注

文
を
受

け
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
て
、
顧
客
や
取
引
先

か
ら
無
理
な
注
文
（
大
幅
な
値
下
げ
や

納
期
の
繰

上
げ
、
度
重
な
る
設
計
変
更

等
）
を
受
け
、
何
ら
か
の
事
後
対
応
を

行
っ
た

1
2

顧
客
や
取

引
先
か
ら
ク

レ
ー
ム
を
受

け
た

☆

・
　
顧
客
・
取
引
先
の
重
要
性
、
会
社
に

与
え
た
損
害
の
内
容
、
程
度
等

・
　
事
後
対
応
の
困
難
性
等

（
注
）
こ
の
項
目
は
、
本
人

に
過

失
の

な
い
ク

レ
ー
ム
に
つ
い
て
評
価

す
る
。
本

人
の

ミ
ス
に

よ
る
も
の
は
、
項
目
４
で
評

価
す
る
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
顧
客
等
か
ら
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た

が
、
特
に
対
応
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
取
引
関
係
や
、
業
務
内
容
・
業

務
量
に
大
き
な
変
化
も
な
か
っ
た

○
　
顧

客
や

取
引

先
か

ら
ク
レ
ー
ム
を

受
け
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
に
関
連
し
て
、
顧
客
等
か
ら
ク

レ
ー
ム
（
納

品
物
の
不
適
合
の
指
摘
等

そ
の
内
容
が
妥
当
な
も
の
）
を
受
け
た

1
3

大
き
な
説

明
会
や
公
式

の
場
で
の

発
表
を
強
い
ら

れ
た

☆
・
　
説
明
会
等
の
規
模
、
業
務
内
容
と
発

表
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
強
要
・
責
任
、
事

前
準
備
の
程
度
等

○
　
大

き
な
説

明
会

や
公

式
の

場
で
の

発
表

を
強

い
ら
れ

た

1
4

上
司
が
不

在
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
そ

の
代
行
を
任

さ
れ
た

☆

・
　
代
行
し
た
業
務
の
内
容
、
責
任
の
程

度
、
本
来
業
務
と
の
関
係
、
能
力
・
経
験

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
職
場
の
人
間
関
係
等

・
　
代
行
期
間
等

○
　
上

司
が

不
在

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の

代
行

を
任

さ
れ

た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
顧
客
や
取
引
先
か
ら
重
大
な
ク
レ
ー
ム
（
大
口

の
顧
客
等
の
喪
失
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
、
会
社

の
信
用
を
著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
等
）
を
受
け
、
そ
の

解
消
の
た
め
に
他
部
門
や
別
の
取
引
先
と
困
難
な

調
整
に
当
た
っ
た

【
解
説
】

説
明
会
等
の
内
容
や
事
前
準
備
の
程
度
、
本
人
の
経
験
等
か
ら
評
価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る

こ
と
は

ま
れ

【
解
説
】

代
行
に
よ
り
課
せ
ら
れ
た
責
任
の
程
度
、
そ
の
期
間
や
代
行
し
た
業
務
内
容
、
本
人
の
過
去

の
経
験
等
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
か
ら
評
価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る
こ
と
は
ま
れ

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
経
営
に
重
大
な
影
響
の
あ
る
新
規
事
業
等
（
失

敗
し
た
場
合
に
倒
産
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
、
大
幅

な
業
績
悪
化
に
つ
な
が
る
も
の
、
会
社
の
信
用
を

著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
、
成
功
し
た
場
合
に
会
社
の

新
た
な
主
要
事
業
に
な
る
も
の
等
）
の
担
当
で
あ
っ

て
、
事
業
の
成
否
に
重
大
な
責
任
の
あ
る
立
場
に

就
き
、
当
該
業
務
に
当
た
っ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
通
常
な
ら
拒
む
こ
と
が
明
ら
か
な
注
文
（
業
績
の

著
し
い
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
注
文
、
違
法
行
為
を

内
包
す
る
注
文
等
）
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
顧
客
や

取
引
先
か
ら
の
も
の
で
あ
る
た
め
こ
れ
を
受
け
、
他

部
門
や
別
の
取
引
先
と
困
難
な
調
整
に
当
た
っ
た
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6

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

1
5
③
仕
事
の

量
・
質

仕
事
内
容

・
仕
事
量
の

大
き
な
変

化
を
生
じ
さ
せ

る
出
来
事
が

あ
っ
た

☆

・
　
業
務
の
困
難
性
、
能
力
・
経
験
と
業

務
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
等

・
　
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、
業
務
の

密
度
の
変
化
の
程
度
、
仕
事
内
容
、
責

任
の
変
化
の
程
度
等

（
注
）
発
病
前
お
お
む
ね

６
か

月
に
お
い
て
、

時
間
外
労
働
時
間
数
に
変

化
が

み
ら
れ

る
場
合
に
は
、
他
の
項

目
で
評

価
さ
れ

る
場

合
で
も
、
こ
の
項
目
で
も
評

価
す
る
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
仕
事
内
容
の
変
化
が
容
易
に
対
応

で
き
る
も
の
（
※
）
で
あ
り
、
変
化
後
の
業

務
の
負
荷
が
大
き
く
な
か
っ
た

※
　
会
議
・
研
修
等
の
参
加
の
強
制
、

職
場
の
O
A
化
の
進
展
、
部
下
の
増
加
、

同
一
事
業
場
内
の
所
属
部
署
の
統
廃

合
、
担
当
外
業
務
と
し
て
の
非
正
規
職

員
の
教
育
等

・
　
仕
事
量
（
時
間
外
労
働
時
間
数
等
）

に
、
「
中
」
に
至
ら
な
い
程
度
の
変
化
が

あ
っ
た

○
仕

事
内

容
・
仕

事
量

の
大

き
な
変

化
を
生

じ
さ
せ

る
出

来
事

が
あ
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
担
当
業
務
内
容
の
変
更
、
取
引
量

の
急
増
等

に
よ
り
、
仕
事
内
容
、
仕
事

量
の
大
き
な
変
化
（
時
間
外
労
働
時
間

数
と
し
て
は

お
お
む
ね
2
0
時
間
以
上
増

加
し
１
月
当

た
り
お
お
む
ね
4
5
時
間
以

上
と
な
る
な
ど
）
が
生
じ
た

1
6

１
か
月
に
8
0

時
間
以
上

の
時
間
外

労
働
を
行

っ
た

★

・
　
業
務
の
困
難
性

・
　
長
時
間
労
働
の
継
続
期
間

（
注
）
こ
の
項
目
の
「
時

間
外

労
働

」
は

、
す
べ

て
休
日
労
働
時
間
を
含

む
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
１
か
月
に
８
０
時
間
未
満
の
時
間
外

労
働
を
行
っ
た

（
注

）
他

の
項

目
で
評

価
さ
れ

な
い
場

合
の

み
評

価
す
る
。

○
　
１
か

月
に
8
0
時

間
以

上
の

時
間

外
労

働
を
行

っ
た

（
注

）
他

の
項

目
で
評
価
さ
れ
な
い
場
合
の
み

評
価

す
る
。

1
7

2
週
間
以

上
に
わ
た
っ
て

連
続
勤
務

を
行
っ
た

★

・
　
業
務
の
困
難
性
、
能
力
・
経
験
と
業

務
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
等

・
　
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、
業
務
密

度
の
変
化
の
程
度
、
業
務
の
内
容
、
責

任
の
変
化
の
程
度
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
休
日
労
働
を
行
っ
た

○
　
２
週

間
（
１
２
日

）
以

上
に
わ

た
っ
て

連
続

勤
務

を
行

っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
平
日
の
時
間
外
労
働
だ
け
で
は
こ
な

せ
な
い
業
務

量
が
あ
る
、
休
日
に
対
応

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
業
務
が
生
じ
た

等
の
事
情

に
よ
り
、
２
週
間
（
１
２
日
）
以

上
に
わ
た
っ
て
連
続
勤
務
を
行
っ
た

（
１
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
が
特
に
短
い

場
合
、
手
待
ち
時
間
が
多
い
等
の
労
働

密
度
が
特

に
低
い
場
合
を
除
く
。
）

1
8

勤
務
形
態

に
変
化
が
あ
っ

た
☆

・
　
交
替
制
勤
務
、
深
夜
勤
務
等
変
化

の
程
度
、
変
化
後
の
状
況
等

○
　
勤

務
形

態
に
変

化
が

あ
っ
た

【
解
説
】

変
更
後
の

勤
務
形
態
の
内
容
、
一
般
的
な
日
常
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
か
ら
評
価
す
る
が
、

「
強

」
に
な
る
こ
と
は

ま
れ

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
仕
事
量
が
著
し
く
増
加
し
て
時
間
外
労
働
も
大

幅
に
増
え
る
（
倍
以
上
に
増
加
し
、
１
月
当
た
り
お

お
む
ね
1
0
0
時
間
以
上
と
な
る
）
な
ど
の
状
況
に
な

り
、
そ
の
後
の
業
務
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た
（
休

憩
・
休
日
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な
ほ
ど
の
状
態
と

な
っ
た
等
を
含
む
）

・
　
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
仕
事
内
容
に
変

更
と
な
り
、
常
時
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
状
態
と
な
っ

た 【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
発
症
直
前
の
連
続
し
た
２
か
月
間
に
、
１
月
当
た

り
お
お
む
ね
１
２
０
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
行

い
、
そ
の
業
務
内
容
が
通
常
そ
の
程
度
の
労
働
時

間
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た

・
　
発
症
直
前
の
連
続
し
た
３
か
月
間
に
、
１
月
当
た

り
お
お
む
ね
１
０
０
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
行

い
、
そ
の
業
務
内
容
が
通
常
そ
の
程
度
の
労
働
時

間
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
１
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
連
続
勤
務
を
行
っ
た

・
　
２
週
間
連
続
勤
務
を
行
い
、
そ
の
間
、
連
日
、
深

夜
時
間
帯
に
及
ぶ
時
間
外
労
働
を
行
っ
た

（
い
ず
れ
も
、
１
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
が
特
に
短

い
場
合
、
手
待
ち
時
間
が
多
い
等
の
労
働
密
度
が

特
に
低
い
場
合
を
除
く
。
）
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Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

1
9

仕
事
の
ペ
ー

ス
、
活
動
の

変
化
が
あ
っ

た

☆
・
　
変
化
の
程
度
、
強
制
性
、
変
化
後
の

状
況
等

○
　
仕

事
の

ペ
ー
ス
、
活

動
の

変
化

が
あ
っ
た

2
0
④
役
割
・

地
位
の
変

化
等

退
職
を
強

要
さ
れ
た

☆

・
解
雇
又
は
退
職
強
要
の
経
過
、
強
要

の
程
度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

（
注
）
こ
こ
で
い
う
「
解

雇
又

は
退

職
勧

奨
」
に

は
、
労
働
契
約
の
形

式
上

期
間

を
定

め
て
雇

用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
当

該
契

約
が

期
間
の
定
め
の
な
い
契

約
と
実

質
的

に
異

な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
場

合
の

雇
止

め
の
通
知
を
含
む
。

2
1

配
置
転
換

が
あ
っ
た

☆

・
　
職
種
、
職
務
の
変
化
の
程
度
、
配
置

転
換
の
理
由
・
経
過
等

・
　
業
務
の
困
難
度
、
能
力
・
経
験
と
業

務
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
業
務
量
の
程

度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

（
注
）
出
向
を
含
む
。

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
以
前
に
経
験
し
た
業
務
等
、
配
置
転

換
後
の
業
務
が
容
易
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
変
化
後
の
業
務
の
負
荷
が

軽
微
で
あ
っ
た

○
　
配

置
転

換
が

あ
っ
た

（
注
）
　
こ
こ
で
の
「
配
置
転
換
」
は
、
所

属
部
署
（
担

当
係
等
）
、
勤
務
場
所
の
変

更
を
指
し
、
転
居
を
伴
う
も
の
を
除
く
。

2
2

転
勤
を
し
た

☆

・
職
種
、
職
務
の
変
化
の
程
度
、
転
勤

の
理
由
・
経
過
、
単
身
赴
任
の
有
無
、

海
外
の
治
安
の
状
況
等

・
業
務
の
困
難
度
、
能
力
・
経
験
と
業
務

内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
業
務
量
の
程

度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
以
前
に
経
験
し
た
場
所
で
あ
る
等
、
転

勤
後
の
業
務
が
容
易
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
変
化
後
の
業
務
の
負
荷
が

軽
微
で
あ
っ
た

○
転

勤
を
し
た

（
注
）
　
こ
こ
で
の
「
転
勤
」
は
、
勤
務
場

所
の
変
更

で
あ
っ
て
転
居
を
伴
う
も
の

を
指
す
。

　
な
お
、
業

務
内
容
の
変
化
に
つ
い
て

の
評
価
は

、
項
目
２
１
に
準
じ
て
判
断
す

る
。

【
解
説
】

仕
事
の
ペ
ー
ス
の
変
化
の
程
度
、
労
働
者
の
過
去
の
経
験
等
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
か
ら
評
価
す

る
が

、
「
強

」
に
な
る
こ
と
は

ま
れ

【
解
説
】

退
職
勧
奨
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
、
頻
度
等
か
ら
し
て
強
要
と
は
い
え
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
方
法
等
か
ら
｢弱

」
又
は
｢中

」
と
評
価

○
退

職
を
強

要
さ
れ

た

【
「
強

」
で
あ
る
例

】
・
退
職
の
意
思
の
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
執
拗
に
退
職
を
求
め
ら
れ
た

・
恐
怖
感
を
抱
か
せ
る
方
法
を
用
い
て
退
職
勧
奨
さ

れ
た

・
突
然
解
雇
の
通
告
を
受
け
、
何
ら
理
由
が
説
明
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
説
明
を
求
め
て
も
応
じ
ら
れ
ず
、
撤

回
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
過
去
に
経
験
し
た
業
務
と
全
く
異
な
る
質
の
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
配
置
転
換
後

の
業
務
に
対
応
す
る
の
に
多
大
な
労
力
を
費
し
た

・
　
配
置
転
換
後
の
地
位
が
、
過
去
の
経
験
か
ら
み

て
異
例
な
ほ
ど
重
い
責
任
が
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た ・
　
左
遷
さ
れ
た
（
明
ら
か
な
降
格
で
あ
っ
て
配
置
転

換
と
し
て
は
異
例
な
も
の
で
あ
り
、
職
場
内
で
孤
立

し
た
状
況
に
な
っ
た
）

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
転
勤
先
は
初
め
て
赴
任
す
る
外
国
で
あ
っ
て
現

地
の
職
員
と
の
会
話
が
不
能
、
治
安
状
況
が
不
安

と
い
っ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
、
転
勤
後
の
業
務
遂
行

に
著
し
い
困
難
を
伴
っ
た

777
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Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

2
3

複
数
名
で
担

当
し
て
い
た

業
務
を
１
人

で
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ

た

☆
・
　
業
務
の
変
化
の
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
業
務
量
の
程

度
、
職
場
の
人
間
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
複
数
名
で
担
当
し
て
い
た
業
務
を
一

人
で
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
業
務

内
容
・
業
務
量
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

か
っ
た

○
　
複

数
名

で
担

当
し
て
い
た
業

務
を

一
人

で
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
複
数
名
で
担
当
し
て
い
た
業
務
を
一

人
で
担
当

す
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
内

容
・
業
務
量

に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ

た
。

2
4

非
正
規
社

員
で
あ
る
と

の
理
由
等

に
よ
り
、
仕

事
上
の
差
別

、
不
利
益
取

扱
い
を
受

け
た

☆

・
　
差
別
・
不
利
益
取
扱
い
の
理
由
・
経

過
、
内
容
、
程
度
、
職
場
の
人
間
関
係

等 ・
　
そ
の
継
続
す
る
状
況

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
社
員
間
に
処
遇
の
差
異
が
あ
る
が
、

そ
の
差
は
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た

○
　
非

正
規

社
員

で
あ
る
と
の

理
由

等
に
よ
り
、
仕

事
上

の
差

別
、
不

利
益

取
扱

い
を
受

け
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
非
正
規
社
員
で
あ
る
と
の
理
由
、
又

は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
仕
事
上
の

差
別
、
不
利
益
取
扱
い
を
受
け
た

・
　
業
務
の
遂
行
か
ら
疎
外
・
排
除
さ
れ

る
取
扱
い
を
受
け
た

2
5

自
分
の
昇

格
・
昇
進

が
あ
っ
た

☆
・
　
職
務
・
責
任
の
変
化
の
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
職
場
の
人
間

関
係
等

○
　
自

分
の

昇
格

・
昇

進
が

あ
っ
た

2
6

部
下
が
減

っ
た

☆

・
　
職
場
に
お
け
る
役
割
・
位
置
付
け
の

変
化
、
業
務
の
変
化
の
内
容
・
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
内
容
、
職
場
の
人
間

関
係
等

○
　
部

下
が

減
っ
た

2
7

早
期
退
職

制
度
の
対

象
と
な
っ
た

☆

・
　
対
象
者
選
定
の
合
理
性
、
代
償
措

置
の
内
容
、
制
度
の
事
前
周
知
の
状

況
、
そ
の
後
の
状
況
、
職
場
の
人
間
関

係
等

○
　
早

期
退

職
制

度
の

対
象

と
な
っ
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
仕
事
上
の
差
別
、
不
利
益
取
扱
い
の
程
度
が
著

し
く
大
き
く
、
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
、
か
つ
こ
れ
が
継
続
し
た

【
解
説
】

本
人
の
経
験
等
と
著
し
く
乖
離
し
た
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
等
の
場
合
に
、
昇
進
後
の
職
責
、
業

務
内
容
等
か
ら
評
価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る
こ
と
は
ま
れ

【
解
説
】

部
下
の
減
少
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
等
の
場
合
に
、
減
少
の
程
度
（
人
数

等
）
等
か
ら
評
価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る
こ
と
は
ま
れ

【
解
説
】

制
度
の
創
設
が
突
然
で
あ
り
退
職
ま
で
の
期
間
が
短
い
等
の
場
合
に
、
対
象
者
選
定
の
基

準
等
か
ら
評

価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る
こ
と
は
ま
れ

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
一
人
で
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

業
務
量
が
著
し
く
増
加
し
時
間
外
労
働
が
大
幅
に

増
え
る
な
ど
の
状
況
に
な
り
、
か
つ
、
必
要
な
休

憩
・
休
日
も
取
れ
な
い
等
常
時
緊
張
を
強
い
ら
れ
る

よ
う
な
状
態
と
な
っ
た

888



9

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

2
8

非
正
規
社

員
で
あ
る
自

分
の
契
約

満
了
が
迫

っ
た

★
・
　
契
約
締
結
時
、
期
間
満
了
前
の
説

明
の
有
無
、
そ
の
内
容
、
そ
の
後
の
状

況
、
職
場
の
人
間
関
係
等

○
　
非

正
規

社
員

で
あ
る
自

分
の

契
約

満
了

が
迫

っ
た

⑤
対
人
関

係

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
複
数
の
同
僚
等
の
発
言
に
よ
り
不
快

感
を
覚
え
た
（
客
観
的
に
は
嫌
が
ら
せ
、

い
じ
め
と
は
い
え
な
い
も
の
も
含
む
）

【
「
中

」
に
な
る
例

】
・
　
上
司
の

叱
責
の
過
程
で
業
務
指
導

の
範
囲
を
逸
脱
し
た
発
言
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
が

継
続
し
て
い
な
い

・
　
同
僚
等

が
結
託
し
て
嫌
が
ら
せ
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
が
継
続
し
て
い
な
い

3
0

上
司
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た

☆
・
　
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
、
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
へ
の
支
障
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
上
司
か
ら
、
業
務
指
導
の
範
囲
内
で

あ
る
指
導
・
叱
責
を
受
け
た

・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

上
司
と
の
考
え
方
の
相
違
が
生
じ
た

（
客
観
的
に
は
ト
ラ
ブ
ル
と
は
い
え
な
い

も
の
も
含
む
）

○
　
上

司
と
の

ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
上
司
か
ら
、
業
務
指
導
の
範
囲
内
で

あ
る
強
い
指

導
・
叱
責
を
受
け
た

・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

周
囲
か
ら
も
客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

な
対
立
が

上
司
と
の
間
に
生
じ
た

3
1

同
僚
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た

★
・
　
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
、
程
度
、
同
僚
と
の

職
務
上
の
関
係
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
へ
の
支
障
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

同
僚
と
の
考
え
方
の
相
違
が
生
じ
た

（
客
観
的
に
は
ト
ラ
ブ
ル
と
は
い
え
な
い

も
の
も
含
む
）

○
　
同

僚
と
の

ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

周
囲
か
ら
も
客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

な
対
立
が

同
僚
と
の
間
に
生
じ
た

2
9

【
解
説
】

事
前
の
説

明
に
反
し
た
突
然
の
契
約
終
了
（
雇
止
め
）
通
告
で
あ
り
契
約
終
了
ま
で
の
期
間

が
短
か
っ
た
等
の
場
合
に
、
そ
の
経
過
等
か
ら
評
価
す
る
が
、
「
強
」
に
な
る
こ
と
は
ま
れ

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、
周
囲
か
ら
も

客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
大
き
な
対
立
が
上
司

と
の
間
に
生
じ
、
そ
の
後
の
業
務
に
大
き
な
支
障
を

来
し
た

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、
周
囲
か
ら
も

客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
大
き
な
対
立
が
多
数

の
同
僚
と
の
間
に
生
じ
、
そ
の
後
の
業
務
に
大
き
な

支
障
を
来
し
た

○
　
ひ
ど
い
嫌

が
ら
せ

、
い
じ
め
、
又

は
暴

行
を
受

け
た

【
「
強

」
で
あ
る
例

】
・
　
部
下
に
対
す
る
上
司
の
言
動
が
、
業
務
指
導
の

範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
人
格
や
人
間
性

を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動
が
含
ま
れ
、
か
つ
、
こ
れ

が
執
拗
に
行
わ
れ
た

・
　
同
僚
等
に
よ
る
多
人
数
が
結
託
し
て
の
人
格
や

人
間
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動
が
執
拗
に
行
わ

れ
た

・
　
治
療
を
要
す
る
程
度
の
暴
行
を
受
け
た

ひ
ど
い
嫌
が

ら
せ
、
い
じ

め
、
又
は

暴
行
を
受
け
た

☆

・
　
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
暴
行
の
内
容
、

程
度

・
　
そ
の
継
続
す
る
状
況

（
注
）
上
司
か
ら
業
務

指
導

の
範

囲
内

の
叱

責
等
を
受
け
た
場
合

、
上

司
と
業

務
を
め
ぐ

る
方
針
等
に
お
い
て
対

立
が

生
じ
た
場

合
等

は
、
項
目
3
0
等
で
評
価

す
る
。

【
解
説
】

部
下
に
対
す
る
上
司
の
言
動
が
業
務
指
導
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
同
僚
等
に
よ

る
多
人
数
が
結
託
し
て
の
言
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
右
の
程
度
に
至
ら
な
い
場
合
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
、
程
度
、
経
過
と
業
務
指
導
か
ら
の

逸
脱
の
程
度
に
よ
り
「
弱
」

又
は
「
中
」
と
評
価
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1
0

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

出
来
事
の

類
型

平
均

的
な
心

理
的
負
荷
の
強
度

具
体
的

出
来
事

心
理

的
負

荷
の

強
度

心
理
的
負
荷
の

強
度
を
「
弱
」
「
中
」
「
強
」
と
判
断
す
る
具
体
例

強
中

弱
心
理
的
負
荷
の
総
合
評
価
の
視
点

3
2

部
下
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た

☆
・
　
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
、
程
度
等

・
　
そ
の
後
の
業
務
へ
の
支
障
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

部
下
と
の
考
え
方
の
相
違
が
生
じ
た

（
客
観
的
に
は
ト
ラ
ブ
ル
と
は
い
え
な
い

も
の
も
含
む
）

○
　
部

下
と
の

ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、

周
囲
か
ら
も
客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

な
対
立
が

部
下
と
の
間
に
生
じ
た

3
3

理
解
し
て
く

れ
て
い
た
人

の
異
動
が

あ
っ
た

☆
○

　
理

解
し
て
く
れ

て
い
た
人

の
異

動
が

あ
っ
た

3
4

上
司
が
変

わ
っ
た

☆
（
注
）
上
司
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当

該
上

司
と
の
関
係
に
問
題

が
生

じ
た
場

合
に
は

、
項
目
3
0
で
評
価
す
る

○
　
上

司
が

変
わ

っ
た

3
5

同
僚
等
の

昇
進
・
昇

格
が
あ
り
、
昇

進
で
先
を
越

さ
れ
た

☆
○

　
同

僚
等

の
昇

進
・
昇

格
等

が
あ
り
、

昇
進

で
先

を
越

さ
れ

た

3
6

⑥
セ
ク

シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト

セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け

た

☆

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
、

程
度
等

・
　
そ
の
継
続
す
る
状
況

・
　
会
社
の
対
応
の
有
無
及
び
内
容
、

改
善
の
状
況
、
職
場
の
人
間
関
係
等

【
「
弱

」
に
な
る
例

】
・
　
「
○
○
ち
ゃ
ん
」
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
発
言
を
さ
れ
た

場
合

・
　
職
場
内
に
水
着
姿
の
女
性
の
ポ
ス

タ
ー
等
を
掲
示
さ
れ
た
場
合

○
　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た

【
「
中

」
で
あ
る
例

】
・
　
胸
や
腰
等
へ
の
身
体
接
触
を
含
む

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
て

も
、
行
為
が

継
続
し
て
お
ら
ず
、
会
社
が

適
切
か
つ
迅
速
に
対
応
し
発
病
前
に
解

決
し
た
場
合

・
　
身
体
接
触
の
な
い
性
的
な
発
言
の

み
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

あ
っ
て
、
発
言
が
継
続
し
て
い
な
い
場

合 ・
　
身
体
接
触
の
な
い
性
的
な
発
言
の

み
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

あ
っ
て
、
複
数
回
行
わ
れ
た
も
の
の
、
会

社
が
適
切

か
つ
迅
速
に
対
応
し
発
病
前

に
そ
れ
が

終
了
し
た
場
合

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
胸
や
腰
等
へ
の
身
体
接
触
を
含
む
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
継
続
し
て
行
わ
れ
た
場

合 ・
　
胸
や
腰
等
へ
の
身
体
接
触
を
含
む
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
行
為
は
継
続
し
て
い
な

い
が
、
会
社
に
相
談
し
て
も
適
切
な
対
応
が
な
く
、

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
又
は
会
社
へ
の
相
談
等
の
後

に
職
場
の
人
間
関
係
が
悪
化
し
た
場
合

・
　
身
体
接
触
の
な
い
性
的
な
発
言
の
み
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
発
言
の
中
に
人

格
を
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
を
含
み
、
か
つ
継
続
し

て
な
さ
れ
た
場
合

・
　
身
体
接
触
の
な
い
性
的
な
発
言
の
み
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
性
的
な
発
言
が

継
続
し
て
な
さ
れ
、
か
つ
会
社
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
と
把
握
し
て
い
て
も
適
切
な
対
応

が
な
く
、
改
善
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

【
「
強

」
に
な
る
例

】
・
　
業
務
を
め
ぐ
る
方
針
等
に
お
い
て
、
周
囲
か
ら
も

客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
大
き
な
対
立
が
多
数

の
部
下
と
の
間
に
生
じ
、
そ
の
後
の
業
務
に
大
き
な

支
障
を
来
し
た
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